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い
る
「
息
の
長
い
支
援
」
に
つ
い
て
は
、

こ
こ
数
年
更
生
保
護
行
政
が
新
た
に
取
り

組
む
べ
き
最
重
要
事
項
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
息
の
長
い
支
援
」
の
趣
旨
は
、
地
方
自

治
体
等
と
連
携
し
、
保
護
司
を
は
じ
め
と

し
た
更
生
保
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
と

協
働
し
な
が
ら
、
保
護
観
察
等
の
終
了
後

も
必
要
に
応
じ
て
立
ち
直
り
支
援
を
継
続

す
る
こ
と
で
す
。

　

皆
様
に
は
、
こ
の
取
組
に
御
理
解
い
た

だ
き
、
地
方
自
治
体
等
と
の
連
携
構
築
に

お
い
て
は
、
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
７
年
春
の
人
事
異
動
で
、
さ
い
た

ま
保
護
観
察
所
か
ら
着
任
し
ま
し
た
。
秋

田
県
の
更
生
保
護
関
係
者
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
平
素
か
ら
更
生
保
護
諸
活

動
に
御
尽
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
度
は
御
縁
が
あ
っ
て
伝
統
あ
る
秋

田
県
の
更
生
保
護
の
一
員
と
し
て
皆
様
と

共
に
仕
事
が
で
き
る
こ
と
に
対
し
、
大
変

光
栄
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
重
責
に
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
一
日
も
早
く

皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、
秋
田
県
の

更
生
保
護
の
発
展
の
た
め
に
微
力
を
尽
く

す
所
存
で
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
拙
稿
が
皆
様
の
目
に
触
れ
る
頃

に
は
秋
田
に
来
て
４
か
月
が
過
ぎ
る
頃
と

な
り
ま
す
。
そ
の
間
、
保
護
司
会
そ
の
他

関
係
団
体
の
総
会
等
に
お
招
き
い
た
だ
き
、

大
変
暖
か
く
迎
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、

感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、"
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
"
の
強
調
月
間
中
は
、

県
内
各
地
の
諸
活
動
に
参
加
の
機
会
を
い

た
だ
き
、
あ
り
が
た
く
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
改
正
更
生
保
護
法
や
、
国
の
再

犯
防
止
推
進
計
画
に
お
い
て
掲
げ
ら
れ
て

秋
田
県
の
更
生
保
護
の
一
員
と
し
て

秋
田
保
護
観
察
所
長　

富　

田　

潤　

一
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篤
志
者
寄
付
金
の
御
芳
名

★
理
事
の
異
動

【
辞
任
】

　

新
野　

建
臣
（
令
和
７
年
４
月
25
日
）

【
就
任
】

　

金
山　

智
紀
（
令
和
７
年
５
月
30
日
）

★
評
議
員
の
異
動
（
令
和
７
年
６
月
３
日
）

【
新
任
】

　

稲
垣　

和
春　
　

伊
藤　

雅
弘

　

平
賀　
　

真　
　

佐
藤　

孝
也

　

田
村　

富
男　
　

佐
藤　

力
哉

　

和
田　

末
子

【
辞
任
】

　

渡
邊　

清
明　
　

金
山　

智
紀

　

煤
田　

隆
一　
　

長
岐　

直
介

　

畠
山　
　

裕　
　

由
利　
　

均

更
生
保
護
関
係
団
体
の
動
き

★
理
事
会
・
評
議
員
会
開
催

　

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
秋
田
に
お
い

て
、
３
月
14
日
及
び
４
月
16
日
に
理
事
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
３
月
14
日
は
令
和
７

年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
に
つ
い
て
、

４
月
16
日
は
令
和
６
年
度
事
業
成
績
・
収

支
決
算
に
つ
い
て
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い

ず
れ
も
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
11
日
及
び
４
月
25
日
に
評

議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
い
ず
れ
の
議
案
も

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
16
日
の
理
事
会
で
は
、
終
了
後
に

研
修
会
を
行
い
、新
野
建
臣
理
事
か
ら
「
更

生
保
護
と
私
」
と
題
し
、
ご
講
話
を
頂
き

ま
し
た
。

収入の部� （円）
科　　　　　　目 予算額 決算額

補 助 金 等 収 入 285,000 332,000

寄 附 金 収 入 4,801,000 3,830,000

財 産 収 入 570,000 573,335

会 費 収 入 2,600,000 2,650,000

雑 収 入 44,000 45,000

合 計 8,300,000 7,430,335

令和６年度　秋田県更生保護援護協会収支決算
（令和６年４月１日～令和７年３月31日）

支出の部� （円）
科　　　　　　目 予算額 決算額

通所・訪問型保護事業費 467,180 439,218

事 務 費 132,180 131,218

金品給与費 200,000 158,000

就労援助費 135,000 150,000

地域連携・助成事業費 7,074,300 6,369,727

事 務 費 1,210,300 1,193,897

啓 発 費 850,000 833,300

連絡調整費 904,000 879,980

助 成 費 4,110,000 3,462,550

管 理 費 723,680 714,322

予 備 費 34,840 0

合　　　　　　計 8,300,000 7,523,267

収入総額　7,430,335円　　支出総額　7,523,267円

令
和
７
年
度
事
業
計
画
書
（
抄
）

・
運
営
に
関
す
る
事
項

　

１�　

秋
田
県
内
に
お
け
る
更
生
保
護
に

関
す
る
事
業
の
発
展
に
寄
与
し
、「
息

の
長
い
社
会
復
帰
支
援
」
推
進
の
働

き
か
け
や
重
要
性
を
周
知
す
る
。

　

２�　

県
内
に
お
け
る
更
生
保
護
事
業
の

充
実
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、
役
職

員
が
一
体
と
な
っ
て
篤
志
寄
付
者
及

び
賛
助
会
員
の
発
掘
と
維
持
に
努
め
、

安
定
し
た
財
源
の
確
保
に
努
め
る
。

秋
田
県
更
生
保
護
援
護
協
会

　

大
山　

久
尚 

様　
　

吉
田　

英
一 

様

　

新
野　

建
臣 

様

一
金　

十
万
円

　

八
島　

國
雄 

様

一
金　

五
万
円

　

土
崎
地
区
社
明
推
進
委
員
会 

様

　

曹
洞
宗
保
護
司
連
合
会
秋
田
県
支
部 

様

＊�

当
協
会
運
営
に
対
し
ま
し
て
ご
寄
附

を
戴
き
ま
し
た
皆
様
、
ま
た
普
通
会

員
・
賛
助
会
員
の
方
々
に
は
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
県
内
各
地
の
更
生
保
護
女
性
会

か
ら
も
賛
助
会
員
会
費
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
７
年
１
月
以
降
に
ご
寄
附
を
寄

せ
ら
れ
た
方
は
、
次
の
と
お
り
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
金　

三
十
万
円

　

秋
田
銀
行 

様

一
金　

二
十
万
円

　

加
賀
谷
文
秋 

様　
　

村
岡　

兼
幸 

様

　

沢
木　

則
明 

様　
　

田
口　

昭
一 

様

　

小
畑　
　

悟 

様　
　

辻　
　

良
之 

様

　

斉
藤　
　

満 

様　
　

小
熊　

良
悦 

様

　

布
谷　
　

博 

様　
　

大
内　

睦
子 

様

　

和
田　
　

仁 

様　
　

尾
形　

和
雄 

様

　

清
水　

重
輝 

様　
　

田
代　

苑
子 

様

富田所長あいさつ（4/16　理事会）

秋　田　更　生　保　護 第 82 号（2）令和 7年 8月 8日



令
和
７
年
度
事
業
計
画
書
（
抄
）

１　

基
本
計
画

　

保
護
司
を
取
り
巻
く
状
況
が
変
革
の
時

期
を
迎
え
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
秋
田

県
内
に
お
け
る
持
続
可
能
な
保
護
司
制
度

の
確
立
を
目
指
し
、
保
護
司
の
適
任
者
確

保
と
活
動
環
境
の
整
備
等
の
一
層
の
充
実

に
向
け
て
各
種
事
業
を
行
う
。

　

ま
た
、
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
の
実
現
の
た
め
、
第
二
次
再
犯
防

止
推
進
計
画
と
と
も
に
、
令
和
７
年
度
に

策
定
さ
れ
る
第
二
期
秋
田
県
再
犯
防
止
推

進
計
画
の
基
本
方
針
等
を
踏
ま
え
、
秋
田

保
護
観
察
所
及
び
関
係
団
体
並
び
に
地
方

公
共
団
体
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
、
地
域

に
お
け
る
「
息
の
長
い
」
社
会
復
帰
支
援

体
制
の
確
立
に
取
り
組
む
。

２　

重
点
目
標

（
１
）
保
護
司
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
や
各
地
区

保
護
司
会
が
実
施
し
て
い
る
取
組
の
共

有
等
を
通
じ
て
、
現
役
世
代
を
含
め
た

秋
田
県
保
護
司
会
連
合
会

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議　

６
／
23

会
長
退
任
の
ご
挨
拶

会
長
就
任
の
ご
挨
拶

役 員 名 簿
（令和７年４月25日現在）

顧 問 目　黒　　　勵 秋 田
顧 問 宮　原　文　彌 大 館
顧 問 栁　沢　和　子 秋 田
顧 問 新　野　建　臣 潟上湖東
会 長 金　山　智　紀 秋 田
副会長・理事 藤　原　德　義 大 館
副会長・理事 佐　藤　道　幸 本 荘
副会長・理事 桃　園　豊　弘 角 館
常 務 理 事 佐々木　文　子 秋 田
理 事 稲　垣　和　春 秋 田
理 事 草　彅　　　光 秋 田
理 事 佐　藤　晴　一 男 鹿
理 事 伊　藤　雅　弘 潟上湖東
理 事 平　賀　　　真 能 代
理 事 佐　藤　孝　也 北 秋 田
理 事 田　村　富　男 鹿 角
理 事 髙　橋　勝　己 横 手
理 事 尾　久　一　雄 湯 沢
理 事 藤　原　正　吾 大 曲
理 事 清　水　洋　子 能 代
理 事 佐々木　加奈子 角 館
理 事 伊　藤　妙　子 秋 田
監 事 佐　藤　力　哉 大 曲
監 事 和　田　末　子 潟上湖東

新　
野　
建　
臣

　

４
月
25
日
、
４
年

間
の
会
長
を
退
任
致

し
ま
し
た
。こ
の
間
、

多
く
の
皆
様
の
お
力

添
え
に
よ
り
、
無
事
任
を
務
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
23
年
６
月
に
、
目
黒
勵
会
長
の
も

と
で
、
常
務
理
事
に
就
任
し
て
か
ら
、
宮

原
文
彌
会
長
、
栁
沢
和
子
会
長
の
下
で
10

年
間
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特

に
再
犯
防
止
に
つ
い
て
秋
田
県
が
積
極
的

に
取
り
組
ま
れ
、
そ
の
委
員
と
し
て
参
画

で
き
た
こ
と
が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
６
月
、
栁
沢
和
子
会
長
の
後

を
受
け
て
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
滋
賀

県
で
保
護
司
が
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
、
つ

ら
い
事
も
あ
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
金
山
智
紀
会
長
の
も
と
で
、
県

保
護
司
会
連
合
会
が
ま
す
ま
す
発
展
さ
れ

ま
す
こ
と
を
祈
念
致
し
ま
す
。

金　
山　
智　
紀

　

こ
の
度
、
令
和
７

年
４
月
の
秋
田
県
保

護
司
会
連
合
会
（
県

保
連
）
理
事
会
に
お

い
て
会
長
に
選
任
さ
れ
、
新
野
会
長
よ
り
バ
ト

ン
を
渡
さ
れ
ま
し
た
。
大
変
重
い
バ
ト
ン
で
す
。

　

大
変
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
県
保
連
理

事
の
方
々
と
共
に
保
護
司
会
活
動
の
推
進
を

図
って
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
６
年
10
月
に
持
続
可
能
な
保

護
司
制
度
の
確
立
に
向
け
た
検
討
会
の
最
終

報
告
書
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
よ
り
、
こ
の
最
終
報
告
書
を

元
に
、
非
常
に
多
岐
に
亘
り
、
取
組
方
針
が

示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

中
で
も
、
保
護
司
適
任
者
の
確
保
が
重
要

で
す
。
秋
田
県
は
５
年
後
に
は
約
３
割
以
上

の
保
護
司
が
定
年
を
迎
え
退
任
さ
れ
、
深
刻

な
保
護
司
不
足
と
な
り
ま
す
。
幅
広
い
職

域
及
び
年
齢
層
か
ら
の
新
任
保
護
司
の
発
掘

が
急
務
で
あ
り
ま
す
。

　

保
護
司
会
の
活
動
は
地
域
社
会
と
の
連
携

等
多
岐
に
わ
た
って
忙
し
く
な
って
い
ま
す
。

　

県
保
連
で
は
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
更

生
保
護
の
実
現
に
向
け
、
県
内
12
地
区
保
護

司
会
と
共
に
関
係
団
体
と
の
連
携
に
努
め
、

県
内
保
護
司
が
活
動
し
や
す
い
よ
う
サ
ポ
ー

ト
し
て
参
り
た
い
と
思
って
お
り
ま
す
。

　

次
世
代
に
向
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
で

更
生
保
護
事
業
に
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

保
護
司
適
任
者
の
安
定
的
な
確
保
に
努

め
る
。

（
２
）
大
津
市
で
保
護
司
が
殺
害
さ
れ
た
事

件
を
踏
ま
え
、
各
地
域
に
お
け
る
面
接

場
所
の
確
保
等
の
安
全
確
保
対
策
が
進

む
よ
う
、
各
地
区
保
護
司
会
で
の
横
の

連
携
を
図
る
な
ど
し
て
、
保
護
司
や
そ

の
家
族
の
不
安
解
消
に
努
め
る
。

（
３
）
事
務
の
効
率
化
の
ほ
か
、
地
区
保
護

司
会
同
士
や
関
係
機
関
等
と
の
情
報
連

携
等
を
促
進
す
る
た
め
、
地
区
保
護
司

会
に
お
け
る
I
C
T
の
一
層
の
普
及
を

図
る
。

（
４
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
秋
田
県
の
更
生
保

護
」
を
有
効
に
活
用
し
、
各
地
区
保
護

司
会
の
活
動
等
を
積
極
的
に
発
信
す
る

こ
と
で
、
保
護
司
の
適
任
者
確
保
と
更

生
保
護
の
普
及
に
取
り
組
む
。

（
５
）
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
更
生
保
護
の

実
現
に
向
け
、
更
生
保
護
関
係
団
体
、

地
方
公
共
団
体
及
び
関
係
機
関
・
団
体

等
と
の
連
携
に
努
め
る
。

12地区保護司会とオンライン会議を
開催しました
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⃝
�

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
３
月
17
日
（
月
）、
当
施
設
会

議
室
に
お
い
て
秋
田
市
城
東
消
防
署
員
の

指
導
の
下
、
胸
骨
圧
迫
、
人
工
呼
吸
及
び

Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
方
法
の
講
習
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
入
所
者
11
名
、
職
員

６
名
、
県
就
労
支
援
事
業
者
機
構
支
援
員

１
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
講
師
の
署
員
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
利
用

方
法
の
説
明
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
訓
練
人
形
を
使
っ
て

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、そ
の
後
、

参
加
者
が
一
名
ず
つ
講
師
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
、
胸
骨
圧
迫
の
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
実
技
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
師
か
ら
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、
救

急
隊
が
到
着
す
る

ま
で
の
間
続
け
て

ほ
し
い
が
、
１
人

で
行
う
の
は
体
力

的
に
厳
し
い
の
で
、

応
援
が
呼
べ
る
状

態
な
ら
複
数
人
で

交
替
し
て
行
う
よ

う
ア
ド
バ
イ
ス
が

あ
り
ま
し
た
。
実

技
訓
練
で
は
、
参

加
者
が
声
を
掛
け

合
い
協
力
し
て
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
用
と
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

行
い
ま
し
た
。

会
員
数　
１
５
０
６
人

�

（
24
地
区
・
4
月
1
日
現
在
）

★
秋
田
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
総
会

　

５
月
16
日
（
金
）、
パ
ー
テ
ィ
ー
ギ
ャ
ラ

リ
ー
イ
ヤ
タ
カ
に
お
い
て
富
田
潤
一
秋
田

保
護
観
察
所
長
は
じ
め
来
賓
４
名
の
ご
臨

席
を
賜
り
、
会
員
一
〇
〇
名
参
加
の
も
と
開

催
し
ま
し
た
。
今
年
度
、
連
盟
は
設
立
60
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
多
く
の
先
輩
会
員
が
築

い
て
く
だ
さ
っ
た
歴
史
を
礎
に
、
心
を
合
わ

せ
、
知
恵
を
出
し
合
い
、
次
の
世
代
に
更
生

保
護
の
想
い
を
繋
げ
て
い
き
ま
す
。
関
係
機

関
各
位
皆
様
の
ご
指
導
ご
協
力
を
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

⃝
�

令
和
７
年
度
秋
田
県
就
労
支
援
事

業
者
機
構
通
常
総
会
が
終
了

　

令
和
７
年
度
秋
田
県
就
労
支
援
事
業
者

機
構
通
常
総
会
が
、
令
和
７
年
５
月
30
日

（
金
）
の
午
後
１
時
30
分
か
ら
ホ
テ
ル
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
秋
田
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

★�

今
年
度
の
主
な
行
事
予
定

◎
東
北
地
方
更
生
保
護
女
性
会
員
研
修
会

　

�

期
日
：
９
月
24
日
（
水
）
～
25
日
（
木
）

　

会
場
：
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
秋
田

　

主
催
：
東
北
地
方
更
生
保
護
女
性
連
盟

◎�

秋
田
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
設
立
60
周

年
記
念
事
業

　

期
日
：
11
月
６
日
（
木
）

　

会
場
：
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
秋
田

　

総
会
で
は
、
伊
藤
会
長
の
挨
拶
に
続
い

て
、
来
賓
の
富
田
潤
一
秋
田
保
護
観
察
所

長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
金

山
事
務
局
長
か
ら
、
会
員
137
名
中
104
名
の

出
席
（
書
面
表
決
74
名
）
が
あ
り
、
総
会

が
成
立
し
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

伊
藤
会
長
が
議
長
に
就
任
し
て
議
事
を
進

め
、
議
事
録
署
名
人
の
選
出
と
令
和
６
年

度
の
事
業
報
告
と
会
計
報
告
及
び
役
員
改

選
の
３
件
の
議
案
に
つ
い
て
、
承
認
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
更
生
保
護
施
設
秋
田
至

仁
会
小
玉
勝
康
施
設
長
か
ら
「
更
生
保
護

施
設
秋
田
至
仁
会
の
現
状
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
、
無
事
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ご
多
忙
の
と
こ
ろ
通
常
総
会
に
ご
出
席

を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
後
と
も
、
ご
支
援
と
ご
協
力

の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

秋
田
県
更
生
保
護
女
性
連
盟

秋　
田　
至　
仁　
会

秋
田
県
就
労
支
援
事
業
者
機
構 齊藤会長あいさつ

伊藤会長あいさつ

川村養助氏没後120周年供養祭（8/4　全良寺）
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ま
す
。
秋
田
で
の
勤
務
は
こ
れ
ま
で
に
２

度
、
通
算
６
年
半
程
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
今
回
、
秋
田
で
の
勤
務
は
３
度
目
と

な
り
ま
す
が
、
統
括
保
護
観
察
官
と
い
う

こ
れ
ま
で
と
違
う
立
場
で
秋
田
に
お
世
話

に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

秋
田
県
の
更
生
保
護
に
少
し
で
も
お
役

に
立
て
る
よ
う
精
一
杯
努
力
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
御
指
導
、
御
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

保
護
観
察
官

進し
ん

藤ど
う

雄ゆ
う

介す
け

　

令
和
７
年
４
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
、

東
北
地
方
更
生
保
護
委
員
会
か
ら
転
任
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

出
身
は
秋
田
市
で
あ
り
、
地
元
の
秋
田

で
勤
務
で
き
る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
事
務
官

と
し
て
勤
務
し
て
お
り
、
保
護
観
察
官
と

し
て
の
業
務
は
未
経
験
で
あ
る
た
め
、
更

生
保
護
関
係
者
の
皆
様
方
に
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
す
る
こ
と
も
多
々
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。
一
日
で
も
早
く
、
一
人
前
の
保
護

観
察
官
に
な
れ
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。

至
ら
ぬ
点
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

統
括
保
護
観
察
官

馬ば

場ば

英ひ
で

紀の
り

　

こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
福
島
保

護
観
察
所
い
わ
き
駐
在
官
事
務
所
か
ら
転

任
し
て
参
り
し
ま
し
た
馬
場
英
紀
と
申
し

★
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
新
会
員
研
修

　

３
月
３
日
、
秋
田
保
護
観
察
所
で
行
わ

れ
た
令
和
６
年
度
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
新
会
員
研
修

に
、
ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
の
金
野
会
員
、

須
合
会
員
、
秋
田
大
学
大
学
院
の
佐
々
木

会
員
、
能
代
地
区
の
内
山
会
員
の
４
名
が

参
加
し
、
会
員
と
し
て
活
動
す
る
上
で
の

基
礎
的
な
知
識
を
学
び
ま
し
た
。

★
東
北
地
方
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
理
事
会

　

４
月
19
日
、
現
地
（
宮
城
県
仙
台
市
）

及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型

で
開
催
。
菅
原
会
長
は
オ
ン
ラ
イ
ン
、
竹

中
副
会
長
は
現
地
で
参
加
し
、
今
年
度
の

事
業
計
画
、
予
算
等
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。

★
特
定
非
営
利
活
動
法
人

日
本
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
総
会

　

６
月
７
、８
日
、
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記

念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
（
東
京
都
渋
谷

区
、
一
部
オ
ン
ラ
イ
ン
）
で
行
わ
れ
、
大

沢
顧
問
が
出
席
し
ま
し
た
。

★
こ
ど
も
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
２
５

in
小
樽

　

７
月
26
、
27
日
、
北
海
道
小
樽
市
で

行
わ
れ
た
こ
ど
も
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

２
０
２
５
in
小
樽
に
井
上
会
員
が
出
席

し
ま
し
た
。

秋
田
県
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟

秋
田
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長

齊　

藤　

正　

子

　

梅
雨
に
入
っ
た
ば
か
り
の
東
京
は
、紫
陽
花
が

可
憐
な
花
を
付
け
は
じ
め
て
お
り
ま
し
た
。

　

め
ま
ぐ
る
し
く
社
会
情
勢
が
変
化
す
る
中
に

あ
っ
て
も
、誰
も
が
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、心
豊

か
に
生
き
ら
れ
る
明
る
い
社
会
を
目
指
し
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
更
な
る
活
動
の
充
実
、発
展
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、６
月
10
日
、「
第
62
回
日
本

更
生
保
護
女
性
の
集
い
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
250
名
、秋
田
県
か
ら
は
３
名
が
参
加

致
し
ま
し
た
。

押お
し
き
り
ひ
さ
と
お

切
久
遠
法
務
省
保
護
局
長（
当
時
）は
、以

前
、更
女
会
員
か
ら
頂
い
た
手
紙
を
紹
介
し
な
が

ら
、「
今
そ
こ
に
い
な
い
人
か
ら
の﹃
励
ま
し
﹄」と

題
し
て
の
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
女
性

会
が
つ
な
げ
て
き
た「
誰
か
を
励
ま
す
」心
は
、私

た
ち
自
身
を
も
励
ま
し
、支
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

二
部
は
、東
京
未
来
大
学
出で

口ぐ
ち

保や
す

行ゆ
き

副
学
長
に

よ
る「
一
万
人
の
犯
罪
者
分
析
か
ら
学
ぶ
攻
め
る

防
犯
と
い
う
考
え
方
」と
の
講
演
を
聴
き
ま
し
た
。

　

人
と
し
て
、と
な
り
に
誰
か
い
る
、声
を
か
け

ら
れ
、声
を
か
け
る
人
が
い
る
幸
せ
に
感
謝
し
、

深
み
の
あ
る
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

た
一
日
で
し
た
。

一
筆
啓
上

●
転
入
者
の
あ
い
さ
つ

●
再
任
用

（
令
和
７
年
４
月
１
日
付
）

　

保
護
観
察
官

柿　

崎　
　
　

敦

●
転　

入

（
令
和
７
年
４
月
１
日
付
）

所
長

富　

田　

潤　

一

（
さ
い
た
ま
観　

次
長
）

（
令
和
７
年
４
月
18
日
付
）

　

統
括
保
護
観
察
官

馬　

場　

英　

紀

（
福
島
観
い
わ
き
駐
在
官
事
務
所　

主
任
保
護
観
察
官
）

（
令
和
７
年
４
月
１
日
付
）

　

保
護
観
察
官

進　

藤　

雄　

介

（
東
北
地
方
更
生
保
護
委
員
会　

事
務
官
）

●
転　

出

（
令
和
７
年
４
月
１
日
付
）

　

所
長

正　

木　
　
　

勉

（
青
森
観　

所
長
）

（
令
和
７
年
４
月
18
日
付
）

　

統
括
保
護
観
察
官

佐　

藤　

文　

彦

（
青
森
観　

統
括
保
護
観
察
官
）

　

保
護
観
察
官

藤　

原　

淳　

哉

（
福
島
観　

保
護
観
察
官
）

秋
田
保
護
観
察
所
人
事
異
動
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秋
田
保
護
観
察
所

⃝
令
和
７
年
６
月
施
行
改
正
法
と　

新
規
施
策
に
つ
い
て

秋
田
保
護
観
察
所
長　

富　

田　

潤　

一

　

一
、
は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
６
月
１
日
施
行
さ
れ
た
改

正
刑
法
・
改
正
更
生
保
護
法
の
ほ
か
、
保

護
司
の
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
同
日
導
入

さ
れ
た
２
つ
の
新
規
施
策
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
概
説
し
ま
す
。

　

二
、
改
正
刑
法
の
概
要
に
つ
い
て

　

第
一
に
、
懲
役
・
禁
錮
が
廃
止
さ
れ
「
拘

禁
刑
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
刑
事
施
設

に
拘
置
す
る
の
は
同
じ
で
す
が
、「
改
善

更
生
を
図
る
た
め
、
必
要
な
作
業
を
行
わ

せ
、
又
は
必
要
な
指
導
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
」
と
さ
れ
、
個
々
の
受
刑
者
の
特
性

に
応
じ
た
柔
軟
な
処
遇
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。
な
お
、
改
正
法
施
行
前
の
犯
行
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
改
正
前
の
刑
に
よ

り
ま
す
。

　

第
二
に
、
刑
の
執
行
猶
予
制
度
の
拡
充

等
で
、
内
容
は
①
「
再
度
の
刑
の
全
部
執

行
猶
予
の
要
件
緩
和
」
と
、
②
「
刑
の
執

行
猶
予
の
猶
予
期
間
経
過
後
の
刑
の
執
行

の
仕
組
み
の
導
入
」
と
な
り
ま
す
。

　

①
は
、
ア
「
全
部
執
行
猶
予
中
の
再
犯

に
対
し
、
保
護
観
察
付
全
部
執
行
猶
予
を

選
択
で
き
る
範
囲
が
、
改
正
前
の
１
年
以

下
の
刑
か
ら
改
正
後
の
２
年
以
下
の
刑
に

拡
充
さ
れ
た
こ
と
」
及
び
イ
「
保
護
観
察

付
全
部
執
行
猶
予
中
の
再
犯
の
場
合
、
改

正
後
は
再
び
保
護
観
察
付
執
行
猶
予
の
言

い
渡
し
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
」
の
２
点

で
す
。
イ
の
場
合
、
４
号
観
察
が
競
合
す

る
こ
と
と
な
り
、
再
度
保
護
観
察
付
執
行

猶
予
を
言
い
渡
さ
れ
た
者
は
、
改
正
更
生

保
護
法
で
は
「
再
保
護
観
察
付
執
行
猶
予

者
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

②
は
、
執
行
猶
予
中
の
再
犯
に
関
し
、

猶
予
期
間
中
に
当
該
再
犯
に
つ
い
て
起
訴

す
る
こ
と
に
よ
り
、
猶
予
期
間
経
過
後
に

実
刑
判
決
が
確
定
し
た
場
合
で
も
執
行
猶

予
を
取
り
消
す
こ
と
を
可
能
と
す
る
も
の

で
、
こ
の
扱
い
は
全
部
執
行
猶
予
・
一
部

執
行
猶
予
い
ず
れ
も
同
じ
で
す
。た
だ
し
、

改
正
刑
法
施
行
前
に
言
い
渡
さ
れ
た
執
行

猶
予
に
つ
い
て
は
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
三
、
改
正
更
生
保
護
法
の
概
要
に
つ
い
て

　

６
月
１
日
付
け
の
更
生
保
護
法
の
改
正

内
容
は
、
条
文
中
の
「
懲
役
・
禁
錮
」
の

文
言
を
「
拘
禁
刑
」
に
置
き
換
え
る
改
正

の
ほ
か
は
、
専
ら
再
保
護
観
察
付
執
行
猶

予
者
に
関
す
る
規
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
内
容
と
し
て
は
、
①
４
号
観
察
中

に
再
犯
に
至
っ
た
と
い
う
要
因
を
的
確
に

把
握
し
た
上
で
保
護
観
察
を
行
う
べ
き
こ

と
②
再
度
の
保
護
観
察
の
開
始
に
際
し
、

少
年
鑑
別
所
の
鑑
別
を
求
め
る
こ
と
③
特

別
遵
守
事
項
は
、
先
の
保
護
観
察
の
そ
れ

と
原
則
統
一
す
る
こ
と
な
ど
で
、
再
犯
の

要
因
の
分
析
等
を
踏
ま
え
た
、
よ
り
慎
重

か
つ
綿
密
な
処
遇
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　

四
、
保
護
司
の
安
全
確
保
の
た
め
の

　
　
　

新
規
施
策

　

大
津
市
で
の
事
件
を
踏
ま
え
、
保
護
観

察
対
象
者
の
特
性
を
よ
り
把
握
し
た
処
遇

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
令
和
６
年

度
に
行
っ
た
試
行
結
果
も
踏
ま
え
て
、
次

の
二
つ
の
対
策
を
導
入
し
ま
し
た
。

（
１
）
保
護
観
察
に
お
け
る
ア
セ
ス
メ
ン

ト
の
充
実
化

　

処
遇
区
分
を
検
討
す
る
た
め
の
新
た
な

指
標
と
し
て
、
対
象
者
の
様
々
な
観
点
の

行
動
や
状
態
に
つ
い
て
強
み
と
問
題
点
を

分
析
す
る
「
動
的
リ
ス
ク
分
析
」
を
保
護

観
察
中
定
期
的
に
行
う
こ
と
で
再
犯
リ
ス

ク
の
評
価
を
よ
り
的
確
に
行
え
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。

（
２
）
保
護
観
察
付
全
部
猶
予
者
の
保
護

観
察
開
始
時
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
充

実
強
化

　

４
号
全
部
猶
予
者
の
十
分
な
ア
セ
ス
メ

ン
ト
を
行
う
た
め
に
、
保
護
観
察
開
始
当

初
の
お
お
む
ね
３
月
間
、
担
当
保
護
司
の

指
名
に
先
立
ち
保
護
観
察
官
の
直
接
処
遇

等
の
直
接
関
与
を
強
化
す
る
も
の
と
し
、

具
体
的
に
は
、
①
対
象
者
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス

ト
リ
ー
の
詳
細
な
聴
取
②
心
理
検
査
を
行

い
少
年
鑑
別
所
に
よ
る
鑑
別
を
実
施
③
関

係
機
関
等
か
ら
の
情
報
収
集
強
化
に
つ
い

て
順
次
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

五
、
お
わ
り
に

　

限
ら
れ
た
誌
面
の
た
め
十
分
説
明
を
尽

く
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
は
保
護
観

察
の
実
施
に
当
た
っ
て
十
分
な
ア
セ
ス

メ
ン
ト
が
前
提
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な

く
、
保
護
司
の
皆
様
の
安
全
確
保
の
一
助

と
な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、「
再

犯
リ
ス
ク
」
の
評
価
を
充
実
強
化
す
る
こ

と
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
ま
す
の

で
、保
護
司
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

対
象
者
の
あ
り
の
ま
ま
の
状
況
を
適
時
に

報
告
い
た
だ
く
よ
う
、
改
め
て
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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栄
誉
に
輝
く

　叙
勲
・
褒
章

春
の
叙
勲
・
褒
章

（
令
和
７
年
４
月
29
日
）

　
令
和
７
年
春
の
叙
勲
及
び
褒
章

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
方
々
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
永
年
の
ご
功
労
・
ご
功
績
に
よ

り
受
章
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
心
か

ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
敬
称
略
）

任
期
満
了
（
令
和
７
年
６
月
30
日
）

　

次
の
方
々
が
保
護
司
を
退
任
さ
れ
ま
し

た
。
長
年
の
ご
尽
力
に
対
し
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の
ご
健
勝
を

祈
念
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

長
谷
部　

き
み
子
（
秋
田︹
東
︺）

大　

泉　

政　

雄
（
秋
田︹
中
央
︺）

佐　

藤　

勝　

男
（
秋
田︹
中
央
︺）

髙　

橋　

大　

和
（
秋
田︹
中
央
︺）

佐　

藤　

祐　

子
（
秋
田︹
臨
港
︺）

嵯　

峨　

義　

房
（
男　
　
　

鹿
）

鈴　

木　

義　

美
（
能　
　
　

代
）

吉　

田　

好　

作
（
大　
　
　

館
）

村　

田　

誠　

一
（
横　
　
　

手
）

今　

野　

幸　

悦
（
大　
　
　

曲
）

西　

根　

博　

和
（
角　
　
　

館
）

依
願
解
嘱
（
令
和
７
年
３
月
31
日
付
）

菅　

原　

信　

一
（
湯　
　
　

沢
）

佐　

藤　

勝　

幸
（
北　

秋　

田
）

新　
　

任
（
令
和
７
年
７
月
１
日
）

　

次
の
方
々
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
今
後
の
ご
活
躍
を

期
待
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

浅　

野　
　
　

学
（
秋
田︹
東
︺）

佐　

藤　

明　

子
（
秋
田︹
中
央
︺）

筒　

井　

和　

博
（
秋
田︹
中
央
︺）

清　

澤　

義　

信
（
秋
田︹
臨
港
︺）

浮　

田　

順　

子
（
潟
上
湖
東
）

安　

保　
　
　

正
（
能　
　
　

代
）

花　

田　
　
　

優
（
鹿　
　
　

角
）

高　

山　
　
　

智
（
横　
　
　

手
）

田　

口　

穂　

積
（
大　
　
　

曲
）

小　

柳　
　
　

悟
（
大　
　
　

曲
）

保
護
司
の
異
動

　

編
集
委
員

　
　

加
賀
谷
文
秋
（
編
集
委
員
長
）

　
　

佐
々
木
文
子　
　

明
石　

浩
延

　
　

伊
藤　

妙
子　
　

長
谷
部
次
子

　
　

五
十
嵐
正
樹　
　

高
橋　
　

毅

　
　

菊
地　

皆
美

編
集
後
記

　

暑
中
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す

　

こ
こ
数
日
暑
い
日
が
続
き
、
外
で

は
蝉
が
鳴
き
始
め
ま
し
た
。
五
月
末

に
植
え
終
え
た
田
ん
ぼ
の
稲
は
こ
の

暑
さ
で
急
に
草
丈
が
伸
び
、
風
に
揺

れ
て
い
ま
す
。
来
月
に
は
も
う
穂
が

出
る
で
し
ょ
う
。
季
節
は
ま
た
巡
っ

て
来
る
の
で
す
。

　

巡
っ
て
来
る
と
言
え
ば
、
今
年
は

熊
の
出
没
情
報
が
頻
繁
で
、
被
害
に

遭
わ
れ
た
方
も
い
ま
す
。
一
昨
年
、

我
が
家
の
柿
の
木
も
熊
の
食
害
に
遭

い
、
木
を
処
分
し
ま
し
た
。
今
年
は

自
宅
近
く
で
三
度
も
目
撃
情
報
が
あ

り
、
外
を
歩
く
の
が
恐
い
く
ら
い
で

す
。
ま
た
今
年
は
山
の
ブ
ナ
の
実
が

大
凶
作
と
の
予
測
が
出
て
い
ま
す
の

で
、
熊
が
エ
サ
を
求
め
て
人
里
に
来

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
安
全
で
安
心
な

生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
環
境
へ
の

配
慮
も
大
切
な
こ
と
で
す
ね
。

編
集
委
員　

佐
々
木
文
子

藍
綬
褒
章　
（
更
生
保
護
功
績
）

安　

倍　

良　

行

（
鹿
角
保
護
区
）

瑞
宝
双
光
章　
（
更
生
保
護
功
労
）

清　

水　

洋　

子

（
能
代
保
護
区
）

更
生
保
護
以
外
の
功
労
・
功
績

　

旭
日
大
綬
章
（
元
法
務
大
臣
）

　

金　

田　

勝　

年
（
能
代
保
護
区
）

　

瑞
宝
小
綬
章
（
法
務
行
政
事
務
功
労
）

　

鈴　

木　

重　

一

（
秋
田
県
更
生
保
護
援
護
協
会
監
事
）

瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
）

　

斎　

藤　

嘉　

憲
（
秋
田
保
護
区
）

叙
位
（
令
和
７
年
２
月
20
日
）

　

竹　

澤　

清　

二（
元
湯
沢
地
区
保
護
司
）

叙
位
（
令
和
７
年
５
月
20
日
）

　

渡　

邊　

三
千
平（
元
大
館
地
区
保
護
司
）

退任保護司感謝状等伝達式及び座談会（6/28 開催）
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